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(57)【要約】
【課題】胎児の指定された対象部位の測定を容易に行う
ことができる超音波診断装置を提供することを目的とす
る。
【解決手段】超音波プローブ１と、画像データを生成す
る画像データ生成手段２と、画像データを画像として表
示する表示手段９と、制御手段１０と、入力手段１１と
を備える。制御手段は、妊娠週数を特定する週数管理制
御手段２０と、対象部位の測定方法を決定する測定部位
制御手段１８と、対象部位と妊娠週数から統計的平均値
を出力する平均サイズ制御手１９段と、カーソルの位置
を制御する測定用カーソル制御手段１７とを有し、測定
用カーソル制御手段は、第１カーソルを画像に重畳して
表示させ、第１カーソルの位置が決定されると、画像の
第１カーソルの位置から統計的平均値分離れた位置に第
２カーソルを表示させ、第２カーソルの位置が決定され
ると、第１カーソルおよび第２カーソルから対象部位の
測定を行う測定用カーソル制御手段とを有する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　超音波を送受信する超音波プローブと、
　前記超音波プローブからの信号から画像データを生成する画像データ生成手段と、
　前記画像データを画像として表示する表示手段と、
　前記超音波プローブ、前記画像データ生成手段および前記表示手段を制御する制御手段
と、
　操作者からの指令が入力される入力手段とを備えた超音波診断装置において、
　前記制御手段は、
　　妊娠週数を特定する週数管理制御手段と、
　　前記入力手段からの入力により指定された対象部位の測定方法を決定する測定部位制
御手段と、
　　前記指定された対象部位と前記特定された妊娠週数から統計的平均値を出力する平均
サイズ制御手段と、
　　第１カーソルと第２カーソルとの位置を制御する測定用カーソル制御手段とを有し、
　前記測定用カーソル制御手段は、
　　前記指定された対象部位および前記決定された測定方法に合わせた前記第１カーソル
を前記画像に重畳して表示させ、
　　前記入力手段からの指令により、前記第１カーソルの位置が決定されると、前記画像
の前記第１カーソルの位置から前記統計的平均値分離れた位置に前記第２カーソルを表示
させ、
　前記入力手段からの指令により、前記第２カーソルの位置が決定されると、前記決定さ
れた第１カーソルの位置および前記第２カーソルの位置から前記対象部位の測定を行う測
定用カーソル制御手段とを有することを特徴とする超音波診断装置。
【請求項２】
　前記指定された対象部位に応じた画像認識により、前記対象部位の輪郭を検出する画像
認識制御手段を有し、
　前記測定用カーソル制御手段は、前記画像認識制御手段が検出した輪郭のうち、前記第
１カーソルの表示位置から統計的平均値分離れた位置から最も近い部分の輪郭の位置に第
２カーソルを表示させる請求項１記載の超音波診断装置。
【請求項３】
　前記測定用カーソル制御手段は、前記画像認識制御手段が検出した輪郭のうち、前記第
１カーソルの初期状態の表示位置に最も近い部分の位置に、前記第１カーソルを表示させ
る請求項２記載の超音波診断装置。
【請求項４】
　前記対象部位の形状が線状である場合に、前記対象部位の一端の位置に前記第１カーソ
ルを表示させる請求項３記載の超音波診断装置。
【請求項５】
　超音波を送受信する超音波プローブと、
　前記超音波プローブからの信号から画像データを生成する画像データ生成手段と、
　前記画像データを画像として表示する表示手段と、
　前記超音波プローブ、前記画像データ生成手段および前記表示手段を制御する制御手段
と、
　操作者からの指令が入力される入力手段とを備えた超音波診断装置において、
　前記制御手段は、
　　妊娠週数を特定する週数管理制御手段と、
　　前記入力手段からの入力により指定された前記測定対象部位の測定方法を決定する測
定部位制御手段と、
　　前記指定された対象部位と前記特定された妊娠週数から統計的平均値を出力する平均
サイズ制御手段と、
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　　第１カーソルと第２カーソルとの位置を制御する測定用カーソル制御手段とを有し、
　前記測定用カーソル制御手段は、
　　前記平均サイズ制御手段から前記統計的平均値を取得し、
　　前記指定された対象部位および前記決定された測定方法に合わせて、前記第１カーソ
ルと前記第２カーソルとを前記統計的平均値に関する位置関係で、前記画像に同時に表示
させることを特徴とする超音波診断装置。
【請求項６】
　前記測定用カーソル制御手段は、前記第１カーソルおよび前記第２カーソルを前記位置
関係を維持したまま移動可能である請求項５記載の超音波診断装置。
【請求項７】
　前記測定用カーソル制御手段は、前記第１カーソルと前記第２カーソルとを個別に移動
可能である請求項６記載の超音波診断装置。
【請求項８】
　前記測定用カーソル制御手段は、前記第２カーソルが移動するのに応じて、前記第１カ
ーソルの位置と前記第２カーソルの位置から決定される前記対象部位の大きさと統計的平
均値の偏差を算出し、
　前記表示手段は、前記算出された偏差を画面上に表示し、
　前記平均サイズ制御は、前記算出された偏差があらかじめ定めた値より大きいときに、
前記表示手段に表示の点滅あるいは色の変更をさせる請求項１記載の超音波診断装置。
【請求項９】
　前記平均サイズ制御は、前記入力手段からの入力により、前記偏差で算出された、あら
かじめ定められた値を設定可能とする請求項８記載の超音波診断装置。
【請求項１０】
　前記平均サイズ制御は、前記第１カーソルの位置と前記第２カーソルの位置から決定さ
れる対象部位の大きさから対応する統計的平均の妊娠週数を決定し、前記決定された妊娠
週数を前記表示手段に表示させる請求項８または９記載の超音波診断装置。
【請求項１１】
　前記測定用カーソル制御手段がライブ状態において画像上に前記第１カーソルおよび前
記第２カーソルを表示させた画像データをフレーム毎に記録する画像記録用メモリ手段と
、
　前記画像記録用メモリ手段に記録された画像データを前記表示手段に再生させ、前記入
力手段からの指令によりフレームを選択する記録画像再生制御手段とを有し、
　前記測定用カーソル制御手段は、前記選択したフレームにおける前記第１カーソルの位
置および前記第２カーソルの位置から対象部位の大きさを算出し、算出値として記録する
請求項１～１０のいずれか一項に記載の超音波診断装置。
【請求項１２】
　画像記録用メモリ手段は、前記フレーム毎の画像データとともに、偏差、および推定妊
娠週数の少なくとも一方を記録し、
　前記記録画像再生制御手段は、前記表示手段に画像とともに前記偏差および前記推定妊
娠週数の少なくとも一方を再生させる請求項１１記載の超音波診断装置。
【請求項１３】
　測定あるいは決定した対象部位の大きさを記録する患者データ記録手段を有する請求項
１～１２のいずれか一項に記載の超音波診断装置。
【請求項１４】
　前記患者データ記録手段が着脱可能であるまたは、インターフェースを介して接続され
た外部メディアである請求項１３記載の超音波診断装置。
【請求項１５】
　週数管理制御手段は、操作者により前記入力手段を介して入力された指令に基づき決定
する請求項１４記載の超音波診断装置。
【請求項１６】
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　週数管理制御手段は、あらかじめ記録された過去の検診時の記録を呼び出して決定する
請求項１４記載の超音波診断装置。
【請求項１７】
　週数管理制御手段は、当日の他の測定部位の推定妊娠週数から決定する請求項１４記載
の超音波診断装置。
【請求項１８】
　週数管理制御手段は、外部装置から妊娠週数の情報を取り込み決定する請求項１４記載
の超音波診断装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、妊婦あるいは胎児の検査又は診断（以下、「検診」という）に適用される超
音波診断装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、対象部位の面積を算出することができる超音波診断装置が知られている（例
えば、特許文献１参照）。図１０は、上記超音波診断装置の構成を示すブロック図である
。超音波プローブ１０１は、超音波の送受信を行う。信号処理部１０２は、超音波プロー
ブ１０１を駆動する信号を出力し、また、超音波プローブ１０１により受信した信号に対
して、信号処理を行い、画像データを生成する。信号処理部１０２から出力された画像デ
ータは、ＤＳＣ（デジタルスキャンコンバータ）１０３により走査変換され、表示部１０
４に画像として表示される。
【０００３】
　２値化画像作成記憶部１０５は、信号処理部１０２から出力された画像データを２値化
データに変換し、記憶する。輪郭画像検出記憶部１０６は、２値化された画像データから
対象部位の輪郭を検出し、輪郭画像を記憶する。面積計算回路１０７は、輪郭画像検出記
憶部１０６に記憶された輪郭画像からその輪郭内の面積を算出し、算出結果を表示部１０
４に表示させる。制御部１０８は、超音波診断装置の各部を制御する。このような構成に
より、静止画像および動画像のいずれであっても対象部位の面積を算出することができる
。
【０００４】
　また、測定カーソルを用いて対象部位を測定するときに、指定された対象部位の過去の
測定結果をもとに、測定マークの初期表示位置を決定する構成の超音波診断装置が知られ
ている（例えば、特許文献２参照）。図１１は、この超音波診断装置の構成を示すブロッ
ク図である。カーソル表示処理部１１１は、カーソルの画像を生成するグラフィック画像
生成部１１５と、第１テーブル１１６と、第２テーブル１１７と、第１テーブル１１６お
よび第２テーブル１１７からカーソルの初期表示位置を決定する制御部１１４とを有する
。測定部１１２は、カーソルの位置情報を用いて、対象部位に対して所定の測定を行う。
操作パネル１１３は、操作者が指示を入力するためのものである。
【０００５】
　図１２は、この超音波診断装置の表示部１０４の画像１２１を示す図である。断層画像
１２２は、超音波プローブ１０１から得られた信号に基づく画像である。断層画像１２２
は、基準位置１２３を通る境界線１２４、１２５により、第１領域１２６、第２領域１２
７、第３領域１２８および第４領域１２９に分けられている。
【０００６】
　図１３は、過去の測定結果が分類された第１テーブル１１６および第２テーブル１１７
を示す図である。制御部１１４（図１１参照）は、第１キー情報１３４としての患者ＩＤ
（Ｐａｔ１）と対象部位（ＢＰＤ）に対応する測定開始領域１３１（この場合は第２領域
）を第１テーブル１１６から検出し、第１カーソルを第２領域１２７（図１２参照）に表
示させる。操作者により、第１カーソルが第２領域１２７に決定されると、制御部１１４
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は、第２キー情報１３４としての操作者情報（Ｐｈｙ１）、対処部位（ＢＰＤ）、胎齢（
１３５日）および第１カーソル位置（第２領域）に対応する第２カーソルの平均位置１３
２、１３３を第２テーブル１１７から検出する。制御部１１４は、検出した平均位置に第
２カーソルを表示させる。この構成により、第２カーソルを所望の第２カーソル位置近傍
に表示させることができる。
【０００７】
　なお、胎児に関して、その発育に従って、特定の部位の基準的な大きさが、統計的に求
められている（例えば、非特許文献１参照）。
【特許文献１】特開平５－３１７３１４号公報
【特許文献２】特開２００５－２２４４６５号公報
【非特許文献１】Journal of Medical Ultrasonics　2001　Vol.28　No.5　「超音波胎児
測定の標準化と日本人の基準値（案）」　社団法人　日本超音波医学会　）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　しかしながら、上記従来の超音波診断装置において、図１０に示した構成では、取得し
た画像の状態によっては、実際の部位の大きさを求められない場合がある。また、図１１
に示した構成では、所望の初期表示位置に第２マークを表示させるには、操作者毎および
装置毎に、操作者が多数の測定を行う必要がある。
【０００９】
　本発明は、上記問題を解決するためになされたもので、胎児の指定された対象部位の測
定を容易に行うことができる超音波診断装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明の第１の超音波診断装置は、超音波を送受信する超音波プローブと、前記超音波
プローブからの信号から画像データを生成する画像データ生成手段と、前記画像データを
画像として表示する表示手段と、前記超音波プローブ、前記画像データ生成手段および前
記表示手段を制御する制御手段と、操作者からの指令が入力される入力手段とを備える。
上記課題を解決するために、前記制御手段は、妊娠週数を特定する週数管理制御手段と、
前記入力手段からの入力により指定された対象部位の測定方法を決定する測定部位制御手
段と、前記指定された対象部位と前記特定された妊娠週数から統計的平均値を出力する平
均サイズ制御手段と、第１カーソルと第２カーソルとの位置を制御する測定用カーソル制
御手段とを有し、前記測定用カーソル制御手段は、前記指定された対象部位および前記決
定された測定方法に合わせた前記第１カーソルを前記画像に重畳して表示させ、前記入力
手段からの指令により、前記第１カーソルの位置が決定されると、前記画像の前記第１カ
ーソルの位置から前記統計的平均値分離れた位置に前記第２カーソルを表示させ、前記入
力手段からの指令により、前記第２カーソルの位置が決定されると、前記決定された第１
カーソルの位置および前記第２カーソルの位置から前記対象部位の測定を行う測定用カー
ソル制御手段とを有することを特徴とする。
【００１１】
　また、本発明の第２の超音波診断装置は、超音波を送受信する超音波プローブと、前記
超音波プローブからの信号から画像データを生成する画像データ生成手段と、前記画像デ
ータを画像として表示する表示手段と、前記超音波プローブ、前記画像データ生成手段お
よび前記表示手段を制御する制御手段と、操作者からの指令が入力される入力手段とを備
える。上記課題を解決するために、前記制御手段は、妊娠週数を特定する週数管理制御手
段と、前記入力手段からの入力により指定された前記測定対象部位の測定方法を決定する
測定部位制御手段と、前記指定された対象部位と前記特定された妊娠週数から統計的平均
値を出力する平均サイズ制御手段と、第１カーソルと第２カーソルとの位置を制御する測
定用カーソル制御手段とを有し、前記測定用カーソル制御手段は、前記平均サイズ制御手
段から前記統計的平均値を取得し、前記指定された対象部位および前記決定された測定方



(6) JP 2009-261800 A 2009.11.12

10

20

30

40

50

法に合わせて、前記第１カーソルと前記第２カーソルとを前記統計的平均値に関する位置
関係で、前記画像に同時に表示させることを特徴とする。
【００１２】
　また、第１の実施の形態に係る超音波診断装置において、前記指定された対象部位に応
じた画像認識により、前記対象部位の輪郭を検出する画像認識制御手段を有し、前記測定
用カーソル制御手段は、前記画像認識制御手段が検出した輪郭のうち、前記第１カーソル
の表示位置から統計的平均値分離れた位置から最も近い部分の輪郭の位置に第２カーソル
を表示させる構成にすることができる。
【００１３】
　また、前記測定用カーソル制御手段は、前記画像認識制御手段が検出した輪郭のうち、
前記第１カーソルの初期状態の表示位置に最も近い部分の位置に、前記第１カーソルを表
示させる構成にすることができる。
【００１４】
　また、前記対象部位の形状が線状である場合に、前記対象部位の一端の位置に前記第１
カーソルを表示させる構成にすることもできる。
【００１５】
　また、第２の超音波診断装置において、前記測定用カーソル制御手段は、前記第１カー
ソルおよび前記第２カーソルを前記位置関係を維持したまま移動可能である構成にするこ
ともできる。
【００１６】
　また、前記測定用カーソル制御手段は、前記第１カーソルと前記第２カーソルとを個別
に移動可能である構成にすることもできる。
【００１７】
　また、第１の超音波診断装置において、前記測定用カーソル制御手段は、前記第２カー
ソルが移動するのに応じて、前記第１カーソルの位置と前記第２カーソルの位置から決定
される前記対象部位の大きさと統計的平均値の偏差を算出し、前記表示手段は、前記算出
された偏差を画面上に表示し、前記平均サイズ制御は、前記算出された偏差があらかじめ
定めた値より大きいときに、前記表示手段に表示の点滅あるいは色の変更をさせる構成に
することができる。
【００１８】
　また、前記平均サイズ制御は、前記入力手段からの入力により、前記偏差で算出された
、あらかじめ定められた値を設定可能とする構成にすることができる。
【００１９】
　また、前記平均サイズ制御は、前記第１カーソルの位置と前記第２カーソルの位置から
決定される対象部位の大きさから対応する統計的平均の妊娠週数を決定し、前記決定され
た妊娠週数を前記表示手段に表示させる構成にすることができる。
【００２０】
　また、第１および第２の超音波診断装置において、前記測定用カーソル制御手段がライ
ブ状態において画像上に前記第１カーソルおよび前記第２カーソルを表示させた画像デー
タをフレーム毎に記録する画像記録用メモリ手段と、前記画像記録用メモリ手段に記録さ
れた画像データを前記表示手段に再生させ、前記入力手段からの指令によりフレームを選
択する記録画像再生制御手段とを有し、前記測定用カーソル制御手段は、前記選択したフ
レームにおける前記第１カーソルの位置および前記第２カーソルの位置から対象部位の大
きさを算出し、算出値として記録する構成にすることができる。
【００２１】
　また、画像記録用メモリ手段は、前記フレーム毎の画像データとともに、偏差、および
推定妊娠週数の少なくとも一方を記録し、前記記録画像再生制御手段は、前記表示手段に
画像とともに前記偏差および前記推定妊娠週数の少なくとも一方を再生させる構成にする
ことができる。
【００２２】
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　また、測定あるいは決定した対象部位の大きさを記録する患者データ記録手段を有する
構成にすることができる。
【００２３】
　また、前記患者データ記録手段が着脱可能であるまたは、インターフェースを介して接
続された外部メディアである構成にすることもできる。
【００２４】
　また、週数管理制御手段は、操作者により前記入力手段を介して入力された指令に基づ
き決定する構成にすることもできる。
【００２５】
　また、週数管理制御手段は、あらかじめ記録された過去の検診時の記録を呼び出して決
定する構成にすることもできる。
【００２６】
　また、週数管理制御手段は、当日の他の測定部位の推定妊娠週数から決定する構成にす
ることもできる。
【００２７】
　また、週数管理制御手段は、外部装置から妊娠週数の情報を取り込み決定する構成にす
ることもできる。
【発明の効果】
【００２８】
　本発明によれば、測定用のカーソルを対象部位の統計的平均値離して表示することによ
り、胎児の指定された対象部位の測定を容易に行うことができる超音波診断装置を提供す
ることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２９】
　以下、本発明の超音波診断装置における実施の形態ついて、図面を参照しながら説明す
る。
【００３０】
　（第１の実施の形態）
　図１は、本発明の第１の実施の形態に係る超音波診断装置の構成を示すブロック図であ
る。超音波診断装置は、超音波プローブ１と、超音波プローブ１からの信号に基づいて画
像データを生成する画像データ生成部２と、画像データを画像として表示する表示部９と
、超音波プローブ１および画像データ生成部２を制御する制御部１０と、操作者が制御部
１０を制御する操作卓（入力手段）１１とを有する。
【００３１】
　超音波プローブ１は、その一方の先端に圧電振動子を有し、画像データ生成部２からの
駆動電圧パルスに基づいて超音波を送波する。また、超音波を受波して、得られた電圧信
号（エコー信号）を画像データ生成部２に入力する。
【００３２】
　画像データ生成部２は、送信回路部３、受信回路部４、受信信号処理部５、ＤＳＣ（デ
ジタルスキャンコンバータ）６、画像合成部７、および表示部９を有する。送信回路部３
は、駆動電圧パルスを発生し、超音波プローブ１の圧電振動子に供給する。受信回路部４
は、超音波プローブ１からのエコー信号に対してプリアンプ、遅延制御および加算などの
信号処理を行う。受信信号処理部５は、受信回路部４により信号処理された信号に対して
対数増幅、検波、およびＡ／Ｄ変換を行い、デジタル化された例えばＢモードのエコーデ
ータを生成する。
【００３３】
　ＤＳＣ６は、フレームメモリを有し、エコーデータを超音波走査から標準ＴＶ走査の断
層画像データに変換し、断層画像データをフレームメモリに一旦、書込む。ＤＳＣ６は、
書込まれた断層画像データを適宜なフレームタイミングで読出し、画像合成部７に入力す
る。画像合成部７は、制御部１０から入力されたグラフィック画像データと断層画像デー
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タとを合成する。表示部９は、画像合成部７により合成された画像データを画像として表
示する。
【００３４】
　制御部１０は、装置全体の駆動タイミング、送受波の制御、各種の測定、測定のための
描画グラフィックデータの生成、並びに本発明に係る測定結果のグラフ表示機能、測定結
果の記憶などの制御を行う。制御部１０は、ＣＰＵおよびワークメモリを備えた中央制御
回路部１２、グラフィック制御回路部１３、グラフィックメモリ１４、患者データ用メモ
リ（患者データ記録手段）１５および成長曲線データテーブル１６を有する。
【００３５】
　中央制御回路部１２には、入力インターフェースとして操作卓１１が接続されている。
また、中央制御回路１２の出力インターフェースの一部がグラフィック制御回路１３、グ
ラフィックメモリ１４を介して、画像合成部７に接続されている。グラフィック制御回路
１３は、中央制御回路１２により指示された図形を表示部９で表示可能とするために、図
形データを生成する。グラフィックメモリ１４は、図形データを一旦保存し、図形データ
を画像合成部７に入力する。また、中央制御回路１２の出力インターフェースの別の一部
が、送信回路部３、受信回路部４、受信信号処理部５、ＤＳＣ６、画像合成部７などに各
種の制御信号を与えるために接続されている。
【００３６】
　また、中央制御回路部１２は、患者データ用メモリ１５、成長曲線データテーブル１６
に接続されている。患者データ用メモリ１５は、患者ごとに、ＩＤ、名前、妊娠週数、胎
児各部位の測定結果などが記録されている。成長曲線データテーブル１６は、胎児頭臀長
（ＣＲＬ）、児頭大横径（ＢＰＤ）、大腿骨長（ＦＬ）、躯幹周囲長（ＡＣ）、児体重（
ＥＦＷ）などの、妊娠週数ごとの統計的平均値と標準偏差が記録されている。これらのデ
ータとして、例えば非特許文献１に記載されたデータを用いることができる。
【００３７】
　中央制御回路１２は、測定用カーソル制御部（測定用カーソル制御手段）１７、測定部
位制御部１８、平均サイズ制御部１９、および週数管理制御部２０を有している。測定用
カーソル制御部１７は、測定用カーソルの表示位置、および表示する形状などの情報を、
グラフィック制御回路１３に伝達し、グラフィックメモリ１４、および画像合成部７を介
して、表示部９に測定用カーソルを画像に重畳して表示させる。測定部位制御部１８は、
操作卓１１を介して入力された情報に基づき、胎児測定部位を決定し、さらに測定部位に
応じた測定方法を決定する。
【００３８】
　平均サイズ制御部１９は、測定部位制御部１８、および週数管理制御部２０からの情報
に基づき成長曲線データテーブル１６から現在の妊娠週数における指定された測定部位の
統計的平均値を検出する。週数管理制御部２０は、操作卓１１を介して入力された妊娠週
数を患者データ用メモリ１５に記録する、あるいは、患者データ用メモリ１５に記録され
ている指定された患者の過去の妊娠週数の値から現在の妊娠週数の値を算出する。
【００３９】
　次に、以上のように構成された超音波診断装置の動作について説明する。
【００４０】
　まず、検診を始めるときに、操作者は、操作卓１１から患者ＩＤを入力し、また、この
とき妊娠週数が分かれば操作卓１１から妊娠週数を入力する。入力された妊娠週数は、週
数管理制御部２０を介して、患者データ用メモリ１５に記録される。また、週数管理制御
部２０は、患者ＩＤを用いて患者データ用メモリ１５を検索し、前回の検診時における妊
娠週数あるいは、出産予定日が決められ、患者データ用メモリ１５に記録されている場合
には、過去の診察日における妊娠週数を取り出す。週数管理制御部２０は、取り出した過
去の診察日における妊娠週数に、現在の日付から過去の診察日の日付の差を加算し、現在
の妊娠週数を算出する。
【００４１】
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　この妊娠週数は、グラフィック制御回路１３、グラフィックメモリ１４、画像合成部７
を介して表示部９に表示される。図２は、測定中の表示部９に表示された画像を示す図で
ある。断層画像表示領域３１は、被検体の断層画像を表示する領域である。測定結果表示
領域３２は、測定対象、測定値などを表示可能な領域である。患者情報表示領域３３は、
患者のＩＤ、妊娠週数などを表示可能な領域である。具体的には、ＩＤが１２３４５６７
８９である患者に関する情報であることを示すのに、患者情報表示領域３３に「ＩＤ：１
２３４５６７８９」と表示する。また、妊娠週数が３３週５日であることを示すのに、患
者情報表示領域３３に「FetalAge：33w5d」と表示する。
【００４２】
　つぎに、操作者は、超音波プローブ１を被検体である妊婦にあてる。つぎに、操作者が
操作卓１１を操作することにより、送信回路部３は、駆動電圧パルスを生成して、駆動電
圧パルスを超音波プローブ１に供給する。超音波プローブ１は、駆動電圧パルスを超音波
パルスに変換して、被検体に送波する。この超音波パルスは被検体内を伝播しながら、音
響インピーダンスの異なる境界面（胎児）でその一部が反射して超音波プローブ１により
、エコー信号に変換される。エコー信号は、受信回路部４によりプリアンプ、遅延制御お
よび加算などの信号処理が施され、受信信号処理部５に入力される。入力された信号は、
受信信号処理部５によりエコーデータに変換される。エコーデータは、ＤＳＣ６により、
断層画像データに走査変換され、表示部９の断層画像表示領域３１に断層画像として表示
される。ここでは、対象部位の例としてＢＰＤを用いて以下説明する。
【００４３】
　つぎに、操作者は、操作卓１１を用いて、対象部位の中心位置が断層画像表示領域３１
の中心位置付近に位置するように調整する。つぎに、操作者は、操作卓１１を用いて、画
像をフリーズ（静止）させる。つぎに、操作者は、操作卓１１を用いて、ＢＰＤを測定す
る旨の操作を行うと、測定部位制御部１８は、ＢＰＤの測定が選択されたことを認識し、
ＢＰＤの場合、距離測定を行うことになるのでその旨を決定する。測定用カーソル制御部
１７は、距離測定のために、測定用始点カーソル４１を断層画像表示領域３１に表示する
。また、図２に示すように、測定部位制御部１８は、測定結果表示領域３２にＢＰＤを測
定する旨を表示する。
【００４４】
　つぎに、操作者は、操作卓１１を用いて、測定用始点カーソル４１を断層画像として表
示されているＢＰＤ３４の一方の端に移動する旨の操作を行う。操作卓１１からの信号に
基づいて、測定用カーソル制御部１７はその操作を判断し、操作に応じた測定用始点カー
ソルの移動先を決定する。決定された移動先情報に基づいて、測定用始点カーソルのグラ
フィック情報をグラフィック制御回路１３、グラフィックメモリ１４、画像合成部７を介
して、表示部９に入力され、カーソルが断層画像に重畳されて表示部９に表示される。
【００４５】
　ここで、操作者が測定用始点カーソル位置の決定を意図する操作を操作卓１１で行うと
、つぎに、平均サイズ制御部１９は、測定部位制御部１８から現在の測定部位がＢＰＤで
あること、週数管理制御部２０から現在の妊娠週数が３３週５日である旨の情報を取得す
る。平均サイズ制御部１９は、測定部位と妊娠週数とを用いて、対象部位の統計的平均値
の情報を成長曲線テーブル１６から検出する。
【００４６】
　測定用カーソル制御部１７は、測定用始点カーソル位置と断層画像表示領域３１の中心
位置との直線上で、測定用始点カーソル位置から中心位置側に統計的平均値分離れた位置
を測定用終点カーソルの仮の表示位置と決める。対象部位の中心位置が断層画像表示領域
３１の中心位置付近に位置するので、このように、測定用終点カーソルの表示位置を決め
ると、実際の測定用終点の近傍に測定用終点カーソルを表示することができる。
【００４７】
　図３は、測定用終点カーソル４２が表示された状態における測定中の表示部９に表示さ
れた画像を示す図である。測定用終点カーソル４２が最終的に到達すべき測定終点４３の
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近傍に測定用終点カーソル４２が表示されている。なお、測定用始点カーソル４１と測定
用終点カーソル４２との間に、距離測定用ライン４４が表示されている。図３に示すよう
に、測定用終点カーソル４２、および距離測定用ライン４４のグラフィック情報をグラフ
ィック制御回路１３、グラフィックメモリ１４、画像合成部７を介して表示部９に入力さ
れ、測定用終点カーソル４２、および距離測定用ライン４４が断層画像に重畳されて表示
部９に表示される。
【００４８】
　加えて、測定用カーソル制御部１７は、距離測定用ライン４４の長さを測定して、測定
結果表示領域３２に、現在の距離測定用ライン４４の長さが例えば８１．０ｍｍにあるこ
とを表示する。つぎに、操作者は、測定用終点カーソル４２が、ＢＰＤ３４の上の測定終
点４３に乗るように操作卓１１で測定用終点カーソル４２の位置を微調整する意図の操作
を行う。そうすると、測定用カーソル制御部１７は、測定用終点カーソル４２の位置を移
動させ、測定結果表示領域３２に、微調整された後の距離測定用ライン４４の長さが例え
ば８１．２ｍｍと、図４に示すように表示される。この測定結果は、患者データメモリ１
５に記録される。
【００４９】
　以上のように、本実施の形態に係る超音波診断装置によれば、ＢＰＤを測定する旨の操
作を行い、測定用始点カーソル位置を決定すると、測定用始点カーソル位置から統計的平
均値分だけ離れた位置に測定用終点カーソルを仮の位置として表示する。このため、測定
用終点カーソルが表示される位置が、実際の測定終点位置に近い位置に表示されるので、
測定用終点カーソルの移動量を低減することができ、対象部位の測定に要する操作の手数
、時間を削減することができる。
【００５０】
　なお、測定部位としてＢＰＤを例に説明したが、ＢＰＤに限定されず、他の部位を測定
することもできる。図５は、測定部位がＡＣである場合の測定中の表示部９に表示された
画像を示す図である。測定部位として、例えばＡＣが選択された場合に、測定部位制御部
１８は、ＡＣの測定方法を楕円の周囲長測定であると決定する。以下、その測定動作につ
いて説明する。まず、操作者は、操作卓１１により、その楕円の長軸の始点を決定し、測
定用カーソル制御部１７は、測定用始点カーソルを断層画像に重畳表示させる。つぎに、
平均サイズ制御部１９は、測定部位制御部１８から現在の測定部位がＡＣであること、週
数管理制御部２０から現在の妊娠週数が３３週５日である旨の情報を取得する。平均サイ
ズ制御部１９は、測定部位と妊娠週数とを用いて、対象部位における楕円形状の長軸の統
計的平均値の情報を成長曲線テーブル１６から検出する。
【００５１】
　測定用カーソル制御部１７は、測定用始点カーソル位置と断層画像表示領域３１の中心
位置との直線上で、測定用始点カーソル位置から中心位置側に統計的平均値分離れた位置
を測定用終点カーソルの表示位置と決め、測定用終点カーソルを断層画像に重畳表示させ
る。さらに、測定用カーソル制御部１７は、平均サイズ制御部１９からの情報に基づいて
、測定用始点カーソル４１および測定用終点カーソル４２を通る楕円周測定用ライン４５
を表示する。対象部位の中心位置が断層画像表示領域３１の中心位置付近に位置するので
、このように、測定用終点カーソルの表示位置を決めると、実際の断層画像における躯幹
の位置および形状に近い楕円距離測定用ライン４５を表示することができる。さらに、測
定結果表示エリアの表示や、測定用終点カーソル４２および楕円周測定用ライン４５の微
調整などは、ＢＰＤの場合と同様の操作、構成で実施される。
【００５２】
　対象部位として、他にも統計的平均値が求められ、測定方法も広く認知されている胎児
の部位であれば、同様に測定を行うことができる。図６は、ＦＬについての測定中に表示
部９に表示された画像を示す図である。測定部位として、ＦＬが選択された場合には、測
定部位制御部１８は、ＦＬの測定方法は距離測定であると決定する。
【００５３】
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　その測定用始点カーソル４１が表示され、断層画像におけるＦＬ３５の一端に位置が決
定され、以降、ＢＰＤの場合と同様の操作、構成でＦＬの測定が実施される。対象部位と
して、他にも統計的平均値が求められ、測定方法も広く認知されている胎児の部位であれ
ば、同様に測定を行うことができる。
【００５４】
　（第２の実施の形態）
　図７は、本発明の第２の実施の形態に係る超音波診断装置の構成を示すブロック図であ
る。本実施の形態に係る超音波診断装置は、第１の実施の形態に係る超音波診断装置にお
いて、中央制御処理回路部１２に画像認識制御部２１および制御部１０にＰＲＥＳＥＴ用
メモリ２２が設けられた構成である。他の構成は、第１の実施の形態に係る超音波診断装
置と同様であり、同様の構成要素については、同一の符号を付して説明を省略する。
【００５５】
　画像認識制御部２１は、例えばＢＰＤの画像情報からＢＰＤの周辺外形部分を検出する
。測定時に測定用始点カーソル４１（図３参照）の位置が決定されると、測定用カーソル
制御部１７が決めた測定用終点カーソル４２（図３参照）の表示位置から最も近いＢＰＤ
の周辺外形部分を特定する。ＰＲＥＳＥＴ用メモリ２２は、画像認識制御部２１を用いた
終点位置の決定方法を用いるか否かの操作者による選択情報を保存する。
【００５６】
　このような本実施の形態に係る超音波診断装置によれば、まず、中央制御回路部１２は
、ＰＲＥＳＥＴ用メモリ２２から情報を取り出して、画像認識制御部２１を用いた終点位
置の決定方法を用いるか否かを判断する。画像認識制御部２１を用いた終点位置の決定方
法を用いない場合には、第１の実施の形態に係る超音波診断装置と同様動作を経て、対象
部位の測定が行われる。
【００５７】
　画像認識制御部２１を用いた終点位置の決定方法を用いる場合には、第１の実施の形態
に係る超音波診断装置と同様動作を経て、測定用始点カーソル位置から統計的平均値分離
れた位置が仮の終点位置として決められる（仮決めされる）。つぎに、画像認識制御部２
１は、測定用始点カーソル位置から統計的平均値分離れた位置（仮の終点位置）から最も
近いＢＰＤの周囲外形部分の位置Ａを特定する。つぎに、測定用カーソル制御部１７は、
画像認識制御部２１により特定された上記位置Ａに、グラフィック制御回路部１３を介し
て、測定用終点カーソル４２を自動的に移動し表示させる。
【００５８】
　これらの構成を設けることで、測定用終点カーソル４２の移動量をさらに少なくするこ
とができ、対象部位の測定に要する操作の手数、時間を削減することができる。
【００５９】
　また、対象部位がＦＬのような直線状の部位であれば、以下のように測定開始カーソル
４１を表示する構成にすることができる。断層画像表示領域３１に測定用始点カーソル４
１を表示する際に、画像認識制御部２１は、ＤＳＣ６から得られた断層画像データからＦ
Ｌの一端の位置を検出する。測定用カーソル制御部１７は、グラフィック制御回路部１３
、グラフィックメモリ１４および画像合成部７を介して、断層画像におけるこのＦＬの一
端の位置に測定用始点カーソル４１を表示させる。
【００６０】
　このように動作させることにより、測定用始点カーソル４１の位置を移動させる距離を
短くすることができ、対象部位の測定に要する操作の手数、測定にかかる時間をさらに削
減することができる。
【００６１】
　（第３の実施の形態）
　図８は、本発明の第３の実施の形態に係る超音波診断装置の構成を示すブロック図であ
る。本実施の形態に係る超音波診断装置は、図１に示す第１の実施の形態に係る超音波診
断装置に対して、統計的平均値離れた測定用始点カーソル４１および測定用終点カーソル
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４２を同時に表示させる点が異なる。
【００６２】
　本実施の形態に係る超音波診断装置は、第１の実施の形態に係る超音波診断装置に対し
て制御部１０にＰＲＥＳＥＴ用メモリ２２が配置された構成を有する。ＰＲＥＳＥＴ用メ
モリ２２は、第１の実施の形態における動作を行うか本実施の形態に係る動作を行うかの
情報を保存する。以下、ＰＲＥＳＥＴ用メモリ２２に本実施の形態に係る測定動作を行う
ことについての情報が保存されている場合について説明する。
【００６３】
　本実施の形態に係る超音波診断装置によれば、まず操作卓１１から操作者により測定部
位を決定するための操作が行われる。つぎに、測定用カーソル制御部１７は、指定された
測定部位の統計的平均値を、第１の実施の形態と同様の方法により検出する。測定用カー
ソル制御部１７は、得られた統計的平均値分離して、かつ断層画像表示領域３１の中央に
測定用始点カーソル４１と測定用終点カーソル４２の中点が位置するように、測定用始点
カーソル４１と測定用終点カーソル４２とを同時に表示させる。
【００６４】
　続いて、操作卓１１の指示に基づいて、測定用カーソル制御部１７は、測定用始点カー
ソル４１と測定用終点カーソル４２を移動させて、測定部位の画像位置に合わせる。測定
用始点カーソル４１と測定用終点カーソル４２の移動は、測定用始点カーソル４１と測定
用終点カーソル４２の距離は保ったままの平行移動および回転移動が含まれる。また、測
定用始点カーソル４１のみの移動、あるいは測定用終点カーソル４２のみの移動を選択し
、実施することもできる。
【００６５】
　中央制御回路部１２は、その測定結果を第１の実施の形態の場合と同様に測定結果表示
領域３２に表示する。
【００６６】
　以上のように、本実施の形態に係る超音波診断装置は、統計的平均値離れた測定用始点
カーソル４１および測定用終点カーソル４２を同時に表示させることにより、測定用始点
カーソル４１および測定用終点カーソル４２の移動の手順を削減することができ、対象部
位の測定に要する操作の手数、および測定時間を削減することができる。
【００６７】
　なお、本実施の形態に係るカーソルの表示方法と、第１の実施の形態に係るカーソルの
表示方法の選択がＰＲＥＳＥＴ用メモリ２２に記録された情報に基づいて選択される場合
を示したが、この方法に限定されない。例えば、操作者が操作卓１１を操作することによ
り、選択される方法でもよい。
【００６８】
　（第４の実施の形態）
　本発明の第４の実施の形態に係る超音波診断装置の構成は、図８に係る第３の実施の形
態に係る超音波診断装置と、ブロック図としての構成は同様であるが、動作、特に平均サ
イズ制御部１９の動作が異なる。以下、図８のブロック図を参照しながら説明する。
【００６９】
　また、本実施の形態に係る超音波診断装置は、測定用終点カーソル４２が表示されるま
での動作が第１の実施の形態に係る超音波診断装置の動作と同様である。ＰＲＥＳＥＴ用
メモリ２２には、測定部位における偏差の絶対値が記録されている。
【００７０】
　本実施の形態の超音波診断装置において、測定用始点カーソル４１と測定用終点カーソ
ル４２とが、断層画像表示領域３１に表示されると、平均サイズ制御部１９は、測定部位
の統計的平均と、測定用始点カーソル４１と測定用終点カーソル４２との位置から求まる
現在の測定結果との偏差を算出する。さらに、平均サイズ制御部１９は、測定用始点カー
ソル４１または測定用終点カーソル４２の移動に応じて、測定部位の統計的平均と現在の
測定結果の偏差を計算する。



(13) JP 2009-261800 A 2009.11.12

10

20

30

40

50

【００７１】
　また、平均サイズ制御部１９は、同時に測定部位の測定値が統計的平均から逆算すると
妊娠週数がいつの測定値に相当するのかを、成長曲線データテーブル１６のデータを元に
算出する。平均サイズ制御部１９は、求めた測定値と統計的平均値との差を標準偏差の倍
数で算出し、例えば求めた測定値を９８、統計的平均値を１００とした場合の差（－２）
、標準偏差（SD）を２０とした場合、算出結果を「-0.1SD」として結果表示領域３２に表
示し、測定結果から逆算した妊娠週数が３３週４日であれば「FetalAge：33w4d」として
測定結果表示領域３２に表示する（図４参照）。そして、測定結果表示領域３２の表示は
、測定用終点カーソル４２が移動するのに応じて再計算され表示が更新される。さらに、
ＰＲＥＳＥＴ用メモリ２２に記録された偏差の絶対値より大きい偏差となったときに、「
-0.1SD」にあたる表示部分は、平均サイズ制御部１９からの指示により、点滅して表示さ
れる。
【００７２】
　以上のように、本実施の形態に係る超音波診断装置は、測定結果が、統計的平均値と大
きな差異をもつときに、測定結果表示領域４２における表示を点滅表示するので、大きな
差異を容易に識別できる。さらに、ＰＲＥＳＥＴ用メモリ２２に記録される値を操作者の
管理したい値に選択することで、対象部位の測定を利用した胎児発育管理に役立つことが
できる。
【００７３】
　（第５の実施の形態）
　図９は、本発明の第５の実施の形態に係る超音波診断装置の構成を示すブロック図であ
る。本実施の形態に係る超音波診断装置は、図１に示す第１の実施の形態に係る超音波診
断装置の構成に対して、画像記録用メモリ８および中央制御回路部１１に配置された記録
画像再生制御部２３をさらに有する構成である。
【００７４】
　画像記録用メモリ８には、超音波プローブ１が駆動されているライブ状態において、画
像合成部７により断層画像データにカーソルのグラフィックデータ、測定結果表示領域４
２に関するグラフィックデータが付加された画像データが随時記録される。この画像デー
タには、測定結果情報および、平均サイズ制御部１９により偏差および測定値から求めら
れた妊娠週数情報が付加されている。記録画像再生制御部２３は、操作卓１１からの指令
に基づいて、画像記録用メモリ８に記録された合成データを画像合成部７に読み出させ、
断層画像に、測定用のカーソルおよび測定結果表示領域４２を合わせた画像を表示部９に
表示させる。
【００７５】
　次に、本実施の形態に係る超音波診断装置における動作について説明する。本実施の形
態に係る超音波診断装置における動作と、第１の実施の形態に係る超音波診断装置におけ
る動作同じ動作については説明を省略する。
【００７６】
　本実施の形態に係る超音波診断装置において、画像合成部７により画像データが生成さ
れると、画像データは画像記録用メモリ８に随時記録される。画像記録用メモリ８に画像
データが記録された後に、記録画像再生制御部２３は、画像記録用メモリ８から画像デー
タを読み出し、表示部９に画像を順次表示させる。記録画像再生制御部２３は、順次表示
させた画像から最も測定部位の画像と測定用カーソルの位置が一致している画像を操作者
に選択させる。測定用カーソル制御部１７は、操作者により選択された画像における画像
データに付加された測定結果情報を読み出し、患者用データメモリ１５に最終的な測定結
果として更新、記録する。
【００７７】
　以上のように、本実施の形態に係る超音波診断装置は、断層画像取得後に、測定しよう
とする部位が測定にあった向き、位置に記録できていない場合に、すでに取得した画像デ
ータから必要な画像データを検索可能にすることにより、断層画像を再度取得しなくても
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所望の断層画像を得ることができる場合がある。このため、断層画像を再度取得する測定
における操作の手数を減らすことができる。したがって、対象部位の測定に要する操作の
手数、時間を削減するのに有用である。
【００７８】
　なお、第１～５の実施の形態において、画像記録用メモリ８を超音波診断装置の内部に
備えている例を示したが、超音波診断装置の内部に備えた構成に限定されず、これを超音
波診断装置の外部に備える構成であっても、胎児の発育評価を行うのに有効である。
【００７９】
　なお、第１～５の実施の形態に係る超音波診断装置によれば、測定された胎児測定部位
の測定結果は、患者データ用メモリ１５に記録保存されるが、この患者データ用メモリ１
５は超音波診断装置の外部の記録装置であってもよい。これら多様な構成も可能とするこ
とは、産婦人科での胎児の検診の施設毎の運用の実態に合わせ選択すれば、さらに対象部
位の測定を行った胎児発育管理に有用である。
【００８０】
　また、第１～５の実施の形態において、妊娠週数を特定する手段として、操作卓１１か
らの入力、または過去の検診時の記録を呼び出して決定する手段を示した。しかし、妊娠
週数を特定する手段はこれらの手段に限定されず、患者データ用メモリ１５を超音波診断
装置の外部に設ける、あるいは、制御部１０に外部機器とのインターフェースを備えるこ
とで、超音波診断装置以外からの妊娠週数の情報を取り込み週数管理制御部２０により検
診時における妊娠週数を決定する構成にしてもよい。
【００８１】
　このような構成も可能とすることにより、胎児の検診の施設毎における運用の実態に合
わせ選択可能となり、さらに対象部位の測定を行った胎児発育管理に有用である。
【００８２】
　また、測定結果と統計的平均の偏差を求め表示しているが、これをパーセンタイルで表
示してもよい。また、偏差とパーセンタイル表示のいずれを選択するかは、ＰＲＥＳＥＴ
用メモリ２２に記録することができる。
【００８３】
　この構成により、測定した部位の統計的平均値とのパーセンタイルと、測定値の絶対値
を、同時に観察する事ができ、測定した部位の統計的データが少なく標準偏差であらわす
ことが難しい部位の測定値を使った場合でも、より正確な胎児の発育評価を行うことがで
きる。
【００８４】
　また、測定結果と統計的平均の偏差が予め設定された値より大きい場合、点滅して表示
する例を示したが、色を代えて表示したり、グラフィックスの大きさを変えたり、音で通
知する構成を有しても、胎児の発育評価を行うのに有効である。
【産業上の利用可能性】
【００８５】
　本発明にかかる超音波診断装置は、測定用カーソルの位置を決定するのに、統計的平均
値を活用することで、対象部位の測定に要する操作の手数、時間を削減することができる
という効果を有し、妊婦の検査又は診断に適用される超音波診断装置として有用である。
【図面の簡単な説明】
【００８６】
【図１】本発明の第１の実施の形態に係る超音波診断装置の構成を示すブロック図
【図２】第１の実施の形態に係る超音波診断装置における測定中の表示部に表示された画
像を示す図
【図３】第１の実施の形態に係る超音波診断装置の測定用終点カーソルが表示された状態
における測定中の表示部に表示された画像を示す図
【図４】第１の実施の形態に係る超音波診断装置における測定終了時の表示部に表示され
た画像を示す図
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【図５】第１の実施の形態に係る超音波診断装置における測定部位がＡＣである場合の測
定中の表示部に表示された画像を示す図
【図６】第１の実施の形態に係る超音波診断装置におけるＦＬについての測定中に表示部
に表示された画像を示す図
【図７】本発明の第２の実施の形態に係る超音波診断装置の構成を示すブロック図
【図８】本発明の第３の実施の形態に係る超音波診断装置の構成を示すブロック図
【図９】本発明の第５の実施の形態に係る超音波診断装置の構成を示すブロック図
【図１０】従来の超音波診断装置の構成を示すブロック図
【図１１】従来の別の超音波診断装置の構成を示すブロック図
【図１２】従来の別の超音波診断装置における表示部の画像を示す図
【図１３】従来の別の超音波診断装置における過去の測定結果が分類された第１テーブル
および第２テーブルを示す図
【符号の説明】
【００８７】
１　超音波プローブ
２　画像データ生成部
３　送信回路部
４　受信回路部
５　受信信号処理部
６　ＤＳＣ
７　画像合成部
８　画像記録用メモリ
９　表示部
１０　制御部
１１　操作卓
１２　中央制御回路部
１３　グラフィック制御回路部
１４　グラフィックメモリ
１５　患者データ用メモリ
１６　成長曲線データテーブル
１７　測定用カーソル制御部
１８　測定部位制御部
１９　平均サイズ制御部
２０　週数管理制御部
２１　画像認識制御部
２２　ＰＲＥＳＥＴ用メモリ
２３　記録画像再生制御部
３１　断層画像表示領域
３２　測定結果表示領域
３３　患者情報表示領域
３４　ＢＰＤ
３５　ＦＬ
４１　測定用始点カーソル
４２　測定用終点カーソル
４３　測定終点
４４　距離測定用ライン
４５　楕円周測定用ライン
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